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団体会員名：一般財団法人 電力中央研究所 

横須賀運営センター 

令和２年度事業報告書 

 

１ 研究所公開の開催 

  コロナ禍のため、中止 

 

２ 研究所公開時に協議会ＰＲブースの出展 

  研究所公開未開催のため、中止 

 

３ 環境ポスターコンクールへの参加 

【概要】 

  研究所の社会貢献の一環として、横須賀市が主催する「環境ポスターコンクール」

に協賛した。 

【費用】 

受賞者に対する記念品として図書カードを贈呈した。 

 

４ Yokosuka ライトダウンへの参加 

コロナ禍でライトダウンは実施を見送り。 

 

５ エネルギー教育支援活動への支援 

【概要】 

  主 催：横須賀市教育研究所 

  内 容：市内小学高低学年を対象として電気に関する実験や工作体験などを 

      通じてエネルギーの大切さを学ぶ機会とする。 

実施日：令和２年 9月 5日（土） 参加者：18 名 

【費用】 

 教材等当所にて準備 

 

６ 横須賀産業まつりへの出展 

  中止 
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団体会員名：東京ガス株式会社 神奈川西支店 

 

令和２年度事業報告書 

 

１．環境ポスターコンクールへの参加 

趣旨 子どもたちの環境意識の向上と、市民・企業等への環境啓発を目的として、横

須賀市が主催する「環境ポスターコンクール」に協賛企業として参加する。 

費用 粗品を提供（ライフバル横須賀賞） 

 

★ コロナ禍により中止 

 

２．yokosuka ライトダウンへの自主参加 

趣旨 ライトダウンの取り組みにライフバル横須賀が参加する。 

 

★ ライフバル横須賀にて夏季の節電活動を実施 

 

３．環境をテーマとした出張授業を実施 

趣旨 小中学校の児童・生徒を対象に、東京ガス神奈川学校教育情報センターが、環

境をテーマに出張授業を実施する。 

   ＜学校への周知方法＞ 

① 神奈川県環境農政局から各学校へメールを発信 

② 東京ガスから各学校へダイレクトメールを発送。 

費用 無料 

 

★ 馬堀小学校にて実施 

参加者：２クラス（４４人）×２回 
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団体会員名：京浜急行電鉄株式会社 

令和２年度事業報告書 

１．京急グループ本社ビル 

【概要】 

省エネルギーのための下記設備を導入し、節電に努めた。 

・太陽光発電システム 

・ガスコージェネレーションシステム 

・在席状況をリアルタイムに検知する照明システム 

・ビル全体のエネルギー消費中央監視システム（BEMS） 

【費用】当社負担 

 

２．駅照明設備にＬＥＤ照明を導入 

【概要】 

駅改良・照明器具更新時期に、馬堀海岸駅・上大岡駅・鮫洲駅・青物横丁駅へＬ

ＥＤ照明を導入し環境負荷の低減を図った。 

【費用】当社負担 

 

３. 電車の客室内にＬＥＤ照明を導入 

 【概要】 

新造車両「1000 形」２編成８両の客室内と「1000 形」更新車両２編成８両の客室

内にＬＥＤ照明を導入した。 

また，新造車両の「1000 形」に省エネ効果を高める制御装置を導入した。 

【費用】当社負担 

 

４.「京急ファミリーフェスタ 2020」で京急環境活動を紹介 

【概要】 

オンライン開催した「京急ファミリーフェスタ 2020」において、京急ＣＳＲ活動

を放映し、京急グループの環境活動や京急電車のエコを紹介した。 

【費用】当社負担 

 

５．環境ポスターコンクールへの参加 

【概要】 

横須賀市が主催する「環境ポスターコンクール」に協賛企業として参加した。 

 

６．ノルエコの推進 

 【概要】 

  公共交通機関で出かけていただく「ノルエコ」プロジェクトを実施。ポスター掲

示などで沿線利用者への啓発を実施した。 

・バスのラッピング広告  2021 年３月 31 日まで 
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団体会員名：横須賀商店街連合会 

 

令和２年度事業報告書 

 

１ レジ袋の削減等の推進 

 

【概要】 

  当連合会オリジナルエコバッグ（スカリンデザイン）を制作し、会員商店街・賛

助会員大型店に配布。制作枚数 4,000 枚。 

  会員商店街等がそれぞれで定める配布ルールに基づき消費者に配布。 

 

 

【費用】 

当連合会が負担 
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団体会員名：横須賀商工会議所  
 

令和２年度事業報告書 

 

１．継続して実施している会議所全体・全職員による地球温暖化防止、省エネ・省資

源をさらに推進し、より一層の意識啓発を図った。 

 

【概要】 

 年間を通し、会議所会館・全職員により以下を推進した。 

① 電気の効率的使用 

  ・事務局内空調のハイブリッドファンによる空調効率化(9 基) 

・事務局内消灯時間の徹底 

・コピー、ＦＡＸの使用台数制限 

・階段使用の推進 

・クールビズ、ウォームビズの実施 

・会館内 LED 化 

・夏季、冬季の室内温度の管理徹底 

・定期的な外気入替え 

② 廃棄物の削減 

・内部資料の裏紙使用の徹底 

・ゴミ分別の徹底 

・エコキャップの回収 

③ 時間の効率活用・業務の合理化・効率化（ムリ・ムダ・ムラの撲滅） 

・机上、引き出しの整理整頓 

・倉庫、書庫の整理整頓 

・グループウェアを活用したスケジュールと情報共有 

 

【費用】 

当所が負担 

 

２ 会員企業の環境経営への取組支援 

【概要】 

 会員企業の環境取組支援として以下を推進する。 

・ＥＣＯ検定の普及促進、環境相談の実施 

 

【費用】 

当所が負担 
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団体会員名：公益社団法人横須賀青年会議所 

 

令和２年度事業報告書 

 

 環境に特化した特別な事業の予定はありませんが、会員はそれぞれの事業所等で、

省エネや節電などに取り組んでおり、横須賀青年会議所としても、省エネや節電など

の取り組みは重要と考えています。 

このため、令和２年度も会員企業とともに省エネや節電などの取り組みを推進しま

した。 

 

 

 

 

 


